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1. はじめに 
近年、ディジタルカメラの性能向上により、デ

ィジタル画像の利用が増えてきている。ディジタ

ル画像が高解像度になるほど、そのデータ量が増

加し、ディジタルカメラには jpeg などの画像圧縮

手法が用いられている。画像の評価方法には、評

価関数による客観評価と視覚に基づく主観評価が

ある。客観評価は、必ずしも人間の視覚的な評価

結果と一致するとは限らない[1]。一方、主観評価は

被験者が画像を評価する際の基準について必ずし

も明確ではない。主観評価の結果を得るためには、

被験者における画像理解(image understanding)を

考慮する必要があると考えられる。本研究では、

画像理解を考慮する画質客観評価手法の開発の初

段階として、眼球運動システム(EMR :Eye Mark 

Recorder )による主観評価者の注視点を表現する

方法と、その注視点の特徴と画像理解との関連を

調べる方法を提案する。 

 

2. 眼球運動システム 
 眼球運動システムは、注視点を追跡するために

一般的に利用されている機材である[2]。図１は、竹

井機器工業株式会社の眼球運動システムを示す。 

 
図１ 眼球運動システム(両眼眼球運動測定機器) 

 

3. EMR からの注視点の表現方法 
 EMR からの注視点を表現するために、下記の条件

を設ける。 

a) 注視点の位置のズレが少ないこと 

b) 注視点の補正を行いやすいこと 

c) 被験者の着目箇所を空間分析できること 
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a)については、2 次アフィン変換により、補正した

注視点の位置ズレを少なくできると考えられる。

b)については、画像の枠に配置した少数の制御点

を被験者が注視し、その計測値によって解決でき

ると考えられる。c)については、補正した注視点

の累積を密度表示することによって、被験者の注

視部分と画像との間で空間分析できると考えられ

る。 

 

4. 画像理解を調査するための実験 
 本研究では画像理解を調査するために、まず実

験用の画像（以後、「実験画像」とよぶ）に対し

てそれらの画像の特徴的な内容を指標としてデー

タベースに記録しておく。つぎに、EMR を装着した

被験者に実験画像をある一定時間に提示し、実験

画像から理解できる内容を記述させる。なお、実

験中には、被験者の注視点の移動を大概に把握し

やすくするために、実験の様子をビデオで記録す

る。最後に、実験から得た被験者の記述内容を指

標に変換し、指標データベースと照らし合わせる。

これらの指標により、実験画像に対する理解を容

易に把握することができ、さらに 3 節の方法によ

る注視点の密度表示とビデオ記録による注視点の

移動軌跡によって、画像理解の定量的解析が可能

と考えられる。 

 

5. 実験 
5.1 EMR からの注視点の表現 

ここで、実験画像（A3 サイズの画像）を 1m 離れ

て被験者に提示し、被験者が画像を注視した形跡

を記録した。図 2 は、画像の枠に配置した制御点

を注視したものを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 画像の枠に配置した制御点を注視した結果 

 

図 3 は図 2 の注視点を密度画像に変換し、それ

ぞれの密度の頂点を 2 次アフィン変換で補正し

たものを示す。これによって画像の枠に配置した

制御点との誤差を±1cm 以内に抑えることができた。

キャリブレーション 

ボード 

調整器部 

ゴーグル部 

2-293

3P-7

情報処理学会第69回全国大会



図 4 は、被験者が実験画像を注視する際のすべての注

視点を可視化した結果である。これらの画像の中で，膨

らみが大きいほど注視している時間が長いことを意味し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 図 2 の注視点を密度画像に表現した結果 

     (  は、各密度の頂点を補正したもの) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 正面からみた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 斜めからみた場合 

図 4 注視点の表現 

 

5.2 画像理解の実験 

 図 5 は本研究で使用した実験画像を示す。実験

では、被験者(9 名)に対して各実験画像を 5 秒間で

見てもらい、画像の内容を述べてもらう。この 5

秒に設定したのは、実験画像中に最も理解しやす

い内容のみを抽出するためである。表 1 は、被験

者から得られた結果と実験画像のデータベースを

比較したものを示す（比率が大きいほど、データ

ベースとより一致していることを意味する）。こ

の結果より、被験者が短時間で実験画像から理解

できる内容としては、大きなオブジェクトや色彩

または明暗の変化が大きいオブジェクトであるこ

とが注視点の密度やその軌跡から判明した。 

 

 

 

 

 

 

 
 
実験画像１           実験画像 2 

 
 

 

 

 

 
 

実験画像 3           実験画像 4 

 

 

 

 

 

 
 

実験画像 5 
 

図 5 実験画像 

 

表 1 被験者から得られた結果と実験画像のデータ

ベースを比較した結果（%） 

 

 

 

 

 

 

 

  

6. おわりに 
 本研究では、EMR による主観評価者の注視点を表

現する方法と、その注視点の特徴と画像理解との

関連を調べる方法を提案した。注視点の密度およ

び軌跡により、画像理解する際の着目オブジェク

トおよび領域を容易に把握することができた。今

後、これらの着目領域の統計量を分析し、任意の

画像を客観評価する際の着目領域の教師データと

して利用できると考えられる。 
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1 67 33 50 0 67 67 50 50 67
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4 44 33 33 11 22 33 22 44 44
5 25 42 42 17 29 42 17 25 50
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